
- 1 - 

 

令和２年３月９日 

令和元年度 武蔵野市立関前南小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                                       校長名 加藤 聖記 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

し
っ
か
り
考
え
る
子 

【授業改善】 

体験を取り入れた指導の工夫 

 

 

考えを説明したりまとめたり

する力を育てる工夫 

校内研究「主体的・協働的に課題解決する教育課程の

工夫」の体育科研究授業を通して、主体的・協働的な

学びに向けて授業改善が進んだ。成果として、児童の

「勉強はよくわかる」は、9割以上肯定評価であった。 

教員は１００％肯定評価をしているが、児童の評価「自

分の考えを話したり、相手に質問したり」「分からな

いことは調べたり質問したり」は、低学年で８１％、

７５％、高学年で６５％、５８％と高学年になるにつ

れて肯定度が低くなっていた。主体的に学びに向かう

意欲を高める指導が必要と考える。 

B 

令和 2 年度の校内研究は、思考力・判

断力・表現力の内、表現力をより高め

る指導の工夫をテーマに進め、主体的・

対話的な深い学びの実現を目指し、思

考力・判断力・判断力を育成できる授

業改善を図る。 

 

高学年になるにつれて児童の肯定

評価が下がるのは、メタ認知と言

われるところからか。 

 

コミセンの学習発表もとても素晴

らしく、感動ものだった。提案通

り、学習成果を評価・価値付けす

ることはぜひ進めてもらいたい。 

 

個人内評価を高めるために、 

大いに褒め、よさを認めてほしい。 

【個に応じた指導】 

相談体制 

専門家スタッフや派遣相談員、ＳＣ、特別支援教室や

個別支援教室の教員との連携や制度活用ができた。児

童の評価でも8割以上が「困ったときに相談できる先

生や友達がいる」と回答しているが、保護者の「個に

応じた支援」「相談しやすい雰囲気」ともに 7 割前後

であった。保護者に対して相談体制や個に応じた支援

についての情報発信が必要である。 

Ｂ 

個人面談や教育相談日といった特定の

日だけでなく、専門家スタッフや派遣

相談員、ＳＣ、SSW、特別支援教室や

個別支援教室、校内での相談組織だけ

でなく、教育センター等の制度等、様々

な相談の方法や支援があることを広く

情報を配信する。 

【特色を生かす・地域連携】 

本校の特色を生かした授業や

行事 

地域の方々と連携した教育活

動 

昨年度末に、本校・地域の特色を生かした教科・領域

横断的な取組として、総合的な学習の時間と生活科を

中心に年間指導計画の見直しを行った。今年度その計

画を実施しながら反省点を改善に生かしている。 

低学年児童の評価「学校が好き・楽しい」「学校行事

は楽しい」「地域の学習は好き」は 9 割近くが肯定評

価であるが、高学年では7割前後と下がっている。し

Ｂ 

新学習指導要領に謳われている「地域

に開かれた教育課程」、武蔵野市民科の

カリキュラムデザイン、ＰＤＣＡカリ

キュラムマネジメントを地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

や地域の方々の協力を得て推進する。 

学習のねらい・培うべき力を明確にし

たうえで、評価基準に沿って、児童の



- 2 - 

 

かし、５・６年生がコミセンで行った学習発表会等の

様子から深い学びの成果が見られる。テストの点数の

ように客観的な数値で成果が見えにくい学習活動につ

いて、児童一人一人の学習の成果を価値付けする必要

がある。 

学習成果を評価・価値付けする。 

す
な
お
で
や
さ
し
い
子
ど
も 

【あいさつ】 

あいさつ 

ＴＰＯに応じた言葉遣い 

今年度、昨年の反省を受け、あいさつや言葉遣いにつ

いては、キャンペーンを行うことや振り返りカードを

書くことに時間を費やすのではなく、意義を考えさせ

る指導を行ってきた。「あいさつ」の低学年児童の肯

定評価は9割を超えているが、保護者は７７％や高学

年児童は６５％、教員は３３％と低く、まだ指導が不

十分と感じている。 

C 

指導の方法と時間の確保を全教員で共

通理解を図り、学校全体で取り組む。 

教師や大人が率先してあいさつを

行い、その姿を見て子供たちが真

似てできるようになっていく。 

【いじめ・不登校】 

家庭と連携して、いじめ・不

登校に組織的に対応 

「いじめ防止基本方針」を策定し、いじめは絶対にい

けないものであると認識させた。 

教師の肯定評価１００％、児童は低学年高学年ともに

８割を超えているが、保護者は6割を切った。 

B 

保護者に学校の組織的な対応について

伝えるとともに、より連携を強める。 

 

本校のきまりを全教職員で共通理解を

図るとともに、きまりを守ることは、

他者を思いやることであることに気付

かせる指導を道徳授業を中心としたす

べての教育活動の中で実践する。 

あいさつにしても、きまりを守る

ことについても、子供自身が必要

感をもって改善していけるように

することが大切。 

【規範意識】 

 

「規則を守っている」の保護者・児童の肯定評価はい

ずれも8割を超えたが、教員の評価は7割を切り、「児

童は地域できまりを守っている」の地域評価は肯定評

価6割を切った。まだまだ成果として表れるよう育成

を図る。 

C 

元
気
な
子
ど
も 

【校内研究】 

運動の楽しさを味わわせ、主

体的に取り組む姿勢と体力向

上を図る。 

校内研究を通して、新学習指導要領で定められている

教育観についてや協働的な活動を通して学習を深めた

り広げたりすることの重要性の理解は進んだ。研究発

表会も成功させることができ、主体的・協同的な学び

の実現ができたが、高学年の２８％の児童については

日常的な運動につなげることはできなかった。 

B 

今年度の研究成果を生かし、授業力向

上を図り、体力向上を図る。 
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【安全な環境】 

校内美化に努め 

安全な学校環境を整え 

事故・けがの防止に努める 

高学年児童の「整理整頓・清掃」の肯定評価は、７２％

教職員７５％とやや低かったが、他は８５％を超えた。 

Ａ 

毎月の安全点検や計画的な指導準備に

引き続き尽力して事故・けがの防止に

努める。 

また、校内美化に努め、心の育成も図

る。 

環境整備だけでなく、人数に応じ

た遊びの工夫ができるように、遊

びを教えてあげることも必要。 

学

校

改

善 

【経営方針】 

誰もが、トライ・行きたい・

楽しい学校 

【学校改善】 

学校の様子を発信し、改善に

生かす 

学校が楽しいは【特色を生かした】の通り、高学年児

童について7割を切った。 

 

「学校改善に努めている」教職員・保護者・児童すべ

て8割を超えた。地域「学校の様子について伝えてい

る」は、7割を超えた。 

Ｂ 

経営方針や学校の様子を発信し、「誰も

が、トライ・行きたい・楽しい学校」

の実現を目指す。 

 

ホームページの更新を定期更新に

すると、見る人が増えるのではな

いか。 

 《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

〇地域力の活用 

 地域を生かした単元開発、教科・領域横断的な年間指導計画の作成「カリキュラムデザイン」。「武蔵野市民科」の推進。「カリキュラムマネジメント」 

 情報の発信 

〇「表現する力」の育成 

 校内研究を中心に。言語活動の充実。学校図書館の活用。プログラミング的思考の育成・情報モラル教育の推進・ICTの活用。 

〇個に応じた指導 

 特別支援教育の充実。相談・支援体制づくりと諸機関との連携。不登校児童への支援。 

〇働き方改革 

 意識改革と作業の効率化。リスクマネジメント。スクラップ&ビルド。 
 


